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（長野県木祖村 水木沢天然林）
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木
曽
川
は
物
流
の
拠
点

木
曽
川
を
め
ぐ
る

　
　
　

人
と
文
化

　
木
曽
川
は
幹
線
流
路
延
長
２
２
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
日
本
で
７
番
目
、
中
部
地
方
で
は
最
も
長

い
河
川
で
す
。
流
域
面
積
は
５
、２
７
５
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
一
宮
市
も
そ
の
中
に
位
置
し
ま
す
。

　
源
流
は
長
野
県
木
祖
村
ま
で
遡
り
、
標
高
２
、４

４
５
メ
ー
ト
ル
の
鉢
盛
山
か
ら
流
れ
出
て
い
ま
す
。

豪
雨
時
に
は
濁
流
と
な
っ
て
流
れ
出
す
木
曽
川
も
、

そ
の
源
流
は
水
木
沢
天
然
林
﹇
表
紙
﹈
の
谷
に
見
る

美
し
い
流
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
木
曽
川
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
流
域
に
暮

ら
す
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
、
文
化
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。

　
木
曽
川
の
上
流
「
木
曽
谷
」
は
、
島
崎
藤
村
が

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
と
『
夜
明

け
前
』
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
豊
富
な
山
林
に

と
出
会
い
ま
し
た
。
明
治
３１
年
生
ま
れ
の
筏
乗
り
、

脇
田
甚
造
さ
ん
で
す
。
迷
惑
を
顧
み
ず
、
何
回
も

通
っ
て
お
話
を
聞
き
、
作
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が

﹇
写
真
１
﹈
の
上
に
あ
る
筏
模
型
で
す
。
手
前
に
あ

る
の
が
、
犬
山
の
筏
乗
り
木
納
清
八
さ
ん
（
明
治

２６
年
生
ま
れ
）に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
模
型
。
無
理

を
承
知
で
お
願
い
し
、
ず
い
ぶ
ん
苦
労
さ
れ
た
と

思
う
の
で
す
が
、
お
二
人
と
も
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
今
、
も
う
二
度
と
復
元
で
き
な
い
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
木
曽
川
の
物
流
を
担
っ
て
い
た
重

要
な
船
が
大
船
で
す
﹇
写
真
２
﹈
。
昭
和
３４
年
の
伊

勢
湾
台
風
後
、
姿
を
消
し
ま
し
た
。
こ
の
大
船
は
、

木
曽
川
の
石
を
名
古
屋
や
知
多
半
島
へ
運
び
、
常

滑
焼
や
雑
貨
を
積
ん
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
手
漕

ぎ
だ
っ
た
頃
は
１
ヶ
月
に
２
回
出
か
け
て
行
き
、

一
往
復
２
週
間
ほ
ど
か
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
木
曽

の
山
々
で
伐
り
出
さ
れ
た
材
木
は
八
百

津
の
錦
織
綱
場
で
筏
に
組
ま
れ
、
木
曽

川
を
利
用
し
て
名
古
屋
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
北
方
町
大
日
に
川
並
奉

行
所
が
お
か
れ
、
筏
は
も
ち
ろ
ん
流
木
や
船
荷
を

調
べ
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
し
た
。
往
時
を

伝
え
る
川

並
奉
行
所

の
表
札
と

材
木
の
検

印
が
現
在

で
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
２３

年
前
、
北

方
町
新
堤

の
畑
で
一

人
の
老
人

木
曽
川

▲［写真1］筏模型（一宮市博物館蔵）
　　上：一宮市北方町新堤　脇田甚造氏製作

　　下：犬山市内田　木納清八氏製作

ë﹇
写
真
2
﹈
大
船
と
筏
と
木
曽
川
の
石
　
写
真
提
供
：
可
児
幸
彦
氏
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▲［写真４］　常滑焼きの甕
　　　　　　　（一宮市博物館蔵）

▲［写真5］木曽川の玉石と石採り
　　　　　　写真提供：可児幸彦氏

▲［写真８］サツキマス漁（2010.5.31）　
　　　　　　　木曽川漁協　高木康夫さん

▲［写真3］
大船が石を運んだ知多市八幡の川
　　　　　　　　　　　　（写真奥が海）

　
知
多
市
八
幡
に

あ
る
山
加
石
材
さ

ん
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

現
在
で
は
風
景
が

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

確
か
に
一
宮
市
北

方
町
か
ら
「
ウ
カ
イ

サ
ン
」
と
呼
ん
で
い

た
船
が
石
を
積
ん

で
来
て
い
た
そ
う
で
す
。
山
加
石
材
さ
ん
の
隣
家

を
見
る
と
、
木
曽
川
の
石
が
積
ま
れ
て
お
り
、
１

０
０
年
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ウ

カ
イ
サ
ン
」と
大
船
が
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、
餌
飼

を
し
て
い
た
こ
ろ
の
鵜
飼
船
を
転
用
し
て
荷
船
に

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
一
宮
市
域
で
使
わ
れ
て
い

る
ハ
ン
ド
ガ
メ
と
呼
ば
れ
る
常
滑
焼
の
甕
や
土
管

な
ど
は
、
こ
の
大
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
船
に
は
炊
事
道
具
が
備
え
付
け
て

あ
り
、
出
先
で
も
旅
館
な
ど
に
は
泊
ま
ら
ず
、
船

で
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

　
大
船
に
よ
っ
て
運

ば
れ
た
木
曽
川
の
石
は
、

専
門
の
人
が
石
カ
ギ

で
採
り
ま
し
た
。
石

を
採
っ
て
積
む
船
を

石
船
と
呼
び
ま
し
た
。

　
今
で
は
川
魚
を
食
べ
る
習
慣
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ

た
張
州
府
志
を
見
る
と
、
葉
栗
郡
の
土
産
は
木
曽

川
に
い
る
「
鱒

鮎
鱸
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近

で
は
、
川
で
ス

ズ
キ
や
サ
ツ
キ

マ
ス
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
木
曽
川
は
生
活
の
糧

だ
け
で
な
く
、
楽
し
み

で
あ
っ
た
り
、
大
船
で

潮
干
狩
り
に
行
っ
た
り
、

祈
り
の
場
と
し
て
も
使

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１２
ヶ
月
分
と
３
６
５
日

分
の
提
灯
を
付
け
た
山

車
を
曳
き
ま
わ
す
「
黒

岩
川
祭
」
、
木
曽
川
の
河
原
で
雨
を
祈
る
「
ば
し

ょ
う
踊
」
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
伝

統
行
事
も
あ
り
ま
す
。

　
川
と
と
も
に
生
き
た
人
々
の
歴
史
は
、
教
訓
も

含
め
次
世
代
の
記
憶
か
ら
消
え
て
し
ま
う
日
が
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
来
、
自
然
と

と
も
に
人
が
生
き
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。（
一
宮
市
博
物
館
　民
俗
担
当
学
芸
員
　
久
保
禎
子
）

※
一
宮
市
博
物
館
で
は
平
成
２２
年
１０
月
９
日
º
〜
１１
月
２１
日

　
∂
ま
で
、
秋
季
特
別
展
「
木
曽
川
を
め
ぐ
る
人
と
文
化
〜

　
川
と
と
も
に
生
き
る
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
秋
、
木
曽

　
川
に
と
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

木
曽
川
の
漁
業

木
曽
川
の
祭
り
と
芸
能

▲［写真９］
　黒岩川祭（一宮市浅井町）

ë［写真10］
　ばしょう踊（一宮市北方町）

▲［写真7］川並奉行所の表札と検印
　　　　　　　　　　（一宮市博物館蔵）

ë﹇
写
真
6
﹈
石
カ
ギ

　
　
　
　
　（
一
宮
市
博
物
館
蔵
）
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加入団体の紹介 （器楽部門）大正琴カトレヤ会（たいしょうことカトレヤかい）

加入団体の紹介 一宮合唱協会（いちのみやがっしょうきょうかい） （声楽・合唱部門）

ë
一
宮
合
唱
祭

ë
お
ひ
な
祭
り
の
会

【問合せ先】野村　佐千子　A62－7798

【問合せ先】豊田　富子　A86－2713

　大正琴琴城流は、芸処と言われる尾張で産声

を挙げ、来年で100年を迎えます。私達は、尾張

の家元鈴木琴城の門下で、大正琴カトレヤ会と

して練習に励んでいます。

　加藤信子先生の熱心な指導のもとで、毎月第１、

第２、第３土曜日の午前中に尾西生涯学習セン

ターで練習をしています。現在、邦楽、歌謡曲、

ポピュラー音楽、演歌、童謡と幅広いジャンル

の曲に取り組んでいます。とても楽しい雰囲気

の中、時には、大正琴だけではなくキーボード

も一緒に演奏しています。

　毎年５月には、門下生数百名で発表会が盛大

に開催されます。各教室の練習成果の発表と、

門下生同士の交流も行われ、良い研鑽の機会と

なっております。今年はチャリティー発表会と

して開催されました。また、11月に開催される

尾西芸能祭、尾西公民館文化祭にも出演する予

定で、それに向け、一生懸命練習中です。

　一宮合唱協会は、合唱の普及と各文化団体と

の交流を図ることを目的としており、現在16の

合唱団の会員約360名が所属しています。

　主な活動には、秋に開催される一宮市芸術祭

の参加事業である一宮合唱祭があります。今年

で34回目となり、尾西市民会館で10月31日（日）

に開催します。

　過去の合唱祭では、観客の方と一緒に合唱を

して、歌の良さに触れていただき、歌の輪に入

っていただくようなことも行ってきました。今

年も、観客の方に「とても感動した。」と言って

いただけるような、すばらしい合唱祭にするため、

会員一同、練習に励んでいます。

　また、今年も一宮市芸術文化協会音楽部の事

業の合唱講習会も開催されます。合唱はいろい

ろな声が重なり１つのハーモニーとなり、聞い

ている人の心はもちろん、自分の心も癒す歌に

なります。ぜひ参加し、合唱のすばらしさを体

　掲載させていただきました写真は、北今保育

園のおひな祭りの会で、演奏している様子です。

大正琴の演奏に合わせて、園児さんたちに歌を

歌ってもらい、とても楽しい時間を過ごさせて

いただきました。

　皆さんも是非一度、私達と一緒に「心の豊かさ」

を味わってみませんか。お気軽にお出掛け下さい。

お待ちしています。

験していただきたいと思います。

　会員は皆さん、歌が好きな人達ばかりで、普

段の練習でも、楽しい雰囲気の中、とても充実

した時間を過ごしています。

　歌が好きな方は、大歓迎です。一度やってみ

ませんか。お待ちしています。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

一宮漢詩濤聲會（いちのみやかんしとうせいかい）

美省会（びしょうかい）

ë
楽
し
く
銀
粘
土
作
品
作
り

ë
三
島
先
生
を
囲
ん
で

【問合せ先】平松　清美　A090－4196－4906

【問合せ先】森永　重代記　A78－7953

（デザイン・工芸・彫塑部門）

（詩部門）

　美省会は、工芸を楽しんでいる会です。個性

的で世界に一つしかないオリジナル作品を創作

することを通して、もの作りの面白さや楽しさ

も味わうことができます。毎月第３日曜日に、

講師の自宅に集まり活動していますが、６月か

らは、会員が増加したため、グループ別にして

都合のよい日に活動しています。

　美省会では、七宝焼きでペンダントやブローチ、

額飾りなどを作っています。なかなか思うよう

な色彩が表現されずに悩み、何回でも挑戦する

こともありますが、納得できるものが焼きあが

ったときには、とても大きな感動を味わうこと

ができます。

　他にも、銀の粘土で手軽に作品を作っています。

これもペンダントやブローチ、動物など、自分

の好きなものを自由に作ります。窯で焼いたも

のを磨くと、とてもきれいな銀色に輝き、感動

します。

　昭和62年に豊島図書館で開催された漢詩講座

の受講者が、引き続き自分達で講座を開催する

ために「濤聲會」が結成されました。漢詩講座

の聴講が主な活動で、約22年間、愛知文教大学

学長故坂田新先生に漢詩の講読をして頂きました。

遺訓である「老来を嗟く莫れ、郷風故郷に揚げよ」

は濤聲會会歌にもなっています。

　４月からは、東洋文化振興会会長三島徹先生

を講師に迎え、漢詩講座を開催しています。

　聴講が中心の「濤聲會」の中で、作詩に関心

のある者同士が、切磋琢磨し作詩を楽しむこと

目的として、結成されたのが「一宮漢詩濤聲會」

です。

　「一宮漢詩濤聲會」では、自分の想いを日本語

で書いた４行詩が仲間の添削で漢詩に作り上げ

られる中で、作法、漢文の素養を身につけるこ

とができます。

　教室では常に「師の先に師なし常に自ら学ぶ

志が師である」を念頭に、習熟者も初心者も互

いに学び合っています。習熟者は初心者の詩に、

「詩心」の斬新さを学ぶことができ、その「詩心」

を損なわずに漢詩に仕上げる演習の場になります。

　初心者は、「詩心」をよりよく読者に伝えるた

めの起承転結の配列の仕方、各句の句意に沿っ

た漢語を「詩語表」の中から選ぶ選び方、漢文

法に従った詩語の並べ方などを、習熟者の詩に

学ぶことができます。

　また、手作りしたオリジナル作品には、手作

りの温かさや優しさなどを味わうことができます。

こうした「美」と「技法」を追求する創作活動は工

芸の魅力と言えるでしょう。

　これからも、生涯学習として仲間と楽しく、

末永く学び続けていきたいと思います。

　興味のある方は、お気軽にご連絡ください。
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第
65
回

いよいよ天高く馬肥ゆる秋となりました。

あなたの秋は「芸術」？「読書」？「スポーツ」？それとも「食欲」でしょうか。

今年の「一宮市芸術祭」は次のとおり開催されます。あなたも目と心の保養にぜひお出かけください。

団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 美 術 作 家 協 会
一宮市博物館
常設展観覧料
200円

一宮市博物館AM ：̇３０～
PM ：̂００

8月２８日º

～9月１２日∂

2010
一宮美術作家協会展

楽 し く 描 こ う 会
入場無料

尾西歴史民俗
資 料 館

AM ：̇００～
PM ：̂００

（１２日はPMı：００まで）9月０７日∏

　～１２日∂

楽しく描こう会
水 彩 画 展

グループ絵ごころ三美会三岸節子記念
美 術 館

AM ：̇００～PM ：̂００
（¯日はPMÚ：００～、
１２日はPMı：００まで）

三 美 会 展

一 宮 写 真 協 会一宮市博物館
常設展観覧料
200円

一宮市博物館

AM１０：００～
PM ：̂００

9月１６日∫

　～２６日∂
選 抜 写 真 展

アーティフィシャルフラワー
鶴 の 会

AM ：̇３０～
PM ：̂００

（２６日はPMı：００まで）

9月１７日ª

　～２６日∂

アーティフィシャルフラワー
鶴 の 会 作 品 展

尾 西 美 術 連 合

入場無料

三岸節子記念
美 術 館

AM ：̇００～
PM ：̂００

（２３日はPMı：３０まで）

9月１７日ª

　～２３日¥
第 7 回 尾 西 展

花 千 会
AM ：̇００～PM ：̂００
（１７日はPMÚ：００～、
１９日はPMı：００まで）9月１７日ª

　～１９日∂

押 花 作 品 展

麗 筆 会一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PM ：̂００

（１９日はPMı：００まで）
第46回麗筆会展

尾 西 作 家 協 会
三岸節子記念
美 術 館

AM ：̇００～PM ：̂００
（２８日はPMÒ：００～、
Ù日はPMı：００まで）

9月２８日∏

～１０月3日∂

第8回
尾西作家協会展

桃 墨 会桃 墨 会 展

山 ぶ ど う の 会
一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PM ：̂００

（Ù日はPMı：００まで）

9月３０日∫

～１０月3日∂

第10回
山ぶどうの会展

土 筆 の 会AM ：̇００～
PM ：̂００

１０月1日ª

～3 日　∂土 筆 の 会 展

一 宮 茶 道 協 会１，５００円真清田神社AM１０：００～
PMÙ：００１０月3日∂市 民 茶 会

青 の 樹 短 歌 会 
尾 西 短 歌 会１，０００円尾 西 生 涯

学習センター
PMÚ：３０～

PMı：３０
１０月9日º

尾 西 短 歌 大 会

一 宮 狂 俳 壇 連 盟入場無料葉栗公民館PMÚ：００～
PMı：００狂 俳 大 会

尾 西 俳 句 会８００円尾 西 生 涯
学習センター

AM１０：３０～
PMı：３０１０月１０日∂尾 西 俳 句 大 会

１冊　８００円
随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳の市民文芸集

１０月１６日º

いちのみや文芸２０１０
発 刊

講師：椎名　 誠さん
（作　家）入場無料尾西市民会館PMÚ：００～

PMÛ：３０文 化 講 演 会
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団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 謡 曲 同 好 会

入場無料

産業体育館AM ：̇３０～
PM４：３０１０月２４日∂秋 季 謡 曲 大 会

パ レ ッ ト 会尾西歴史民俗
資 料 館

AM ：̇００～
PMı：３０

（３１日はPMÙ：３０まで）

１０月２６日∏

　～３１日∂

第４回 パ レ ッ ト
水 彩 画 展

一 宮 華 道 連 盟一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PMı：００

（３１日はPMÙ：４５まで）

１０月３０日º

　・３１日∂
一宮市民華道展

一 宮 合 唱 協 会尾西市民会館PMÒ：００～
PMı：３０１０月３１日∂

第３４回
一 宮 合 唱 祭

一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会
一宮スポーツ
文化センター

AM ：̇３０～
PMı：３０

１１月Ù日¥

一宮吟剣詩舞道大会

一 宮 俳 句 協 会８００円AM１１：００～
PMı：３０俳 句 大 会

一 宮 舞 踊 協 会１，０００円一宮市民会館PMÒ：００～
PMÙ：３０

１１月７日∂

第５８回
合 同 舞 踊 公 演

一 宮 現 代 詩 協 会

５００円一宮スポーツ
文化センター

PMÚ：００～
PMı：００一 宮 現 代 詩 祭

真 清 短 歌 会PMÚ：００～
PMı：３０

１１月１４日∂

短 歌 大 会

一 宮 茶 道 連 盟８，０００円妙 興 寺AM ：̇００～
PMÙ：００一宮茶道連盟茶会

い ぶ き

入場無料

尾西歴史民俗
資 料 館

AM ：̇００～
PMÙ：３０

１１月１ ６日∏

 ～２１ 日∂
いぶき　水彩画展

õ 中 部 日 本 書 道 会
一 宮 支 部

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PMı：００

（２０日はPMÚ：００から）

１１月２０日º

　・２１日∂

第５６回中部日本書道会
一 宮 支 部 展

第３９回
一宮支部学生書道展

尾西芸能祭実行委員会

尾西市民会館

PMÒ：００～
PMı：００尾 西 芸 能 祭

尾西華道展・お茶会
実 行 委 員 会

AM１０：００～
PMı：００

（お茶会はPMÙ：００まで）
尾西華道展・お茶会

一 宮 三 曲 協 会一宮スポーツ
文化センター

AM１１：００～
PMı：００１１月２３日¥三 曲 演 奏 会

尾西ガリバンバンの会ギャラリー
る ぼ

AM１０：００～
PM ：̂００

（２９日はPMı：００まで）

１１月２４日π　
～１１月２９日∑

ガ リ バ ン バ ン
水 彩 画 展

一 宮 音 楽 家 協 会１，０００円尾西市民会館PMÛ：００～
PMı：３０１１月２８日∂

第３８回一宮音楽家協会 
定 期 演 奏 会

水 絵 の 会入場無料三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（１１月３０日PMÚ：００から、
 １２月ˆ日PMı：３０まで）

１１月３０日∏

～１２月ˆ日∂
水 絵 の 会 展

一 宮 市 民 吹 奏 楽 団前売４００円
当日５００円一宮市民会館PMÚ：３０～

PMÙ：３０１２月ˆ日∂
一宮市民吹奏楽団
第３５回定期演奏会
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特
別
展「
木
曽
川
を
め
ぐ
る
人
と
文
化
」

日
時
e　

月
９
日
º
〜　

月　

日
∂

１０

１１

２１

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　

月　

日
を
除
く
月
曜
、　

１０

１１

１０

月 　

日
∏
休
館
）

１２

内
容
e
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
人

　
　
　

々
が
木
曽
川
を
ど
の
よ
う
に
利

　
　
　

用
し
、
暮
ら
し
て
き
た
か
を
主

　
　
　

に
文
献
史
料
・
民
俗
資
料
を
用

　
　
　

い
て
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

４
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
０
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

【
特
別
展
記
念
講
演
会
】

　

日
時
》　

月　

日
∂

１０

１０

　

テ
ー
マ
》木
曽
川
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化

【
木
曽
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
自
然
編
〜
】

　

日
時
》　

月　

日
∂

１０

２４

　

テ
ー
マ
》木
曽
川
の
自
然
と
文
化

【
木
曽
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
歴
史
編
〜
】

　

日
時
》　

月
７
日
∂

１１

　

テ
ー
マ
》木
曽
川
の
歴
史
と
文
化

【
自
然
と
歴
史
の
観
察
会
〜
自
然
編
〜
】

　

日
時
》　

月　

日
∂

１０

１７

　

テ
ー
マ
》木
曽
川
を
渡
船
で
渡
ろ
う
！

【
自
然
と
歴
史
の
観
察
会
〜
歴
史
編
〜
】

　

日
時
》　

月　

日
∂

１１

１４

　

テ
ー
マ
》新
発
見
！
木
曽
川
流
域
小
旅
行

※
申
し
込
み
が
必
要
な
講
座
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
情
報
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

企
画
展
「
Û
Ò
Ú
Ò
一
宮
市
現
代
作
家

美
術
秀
選
展
」

日
時
e　

月
４
日
º
〜　

日
∂

１２

１９

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
一
宮
市
美
術
展
市
長
賞
受
賞
者
、

　
　
　

依
頼
出
品
者
、一
宮
美
術
作
家

　
　
　

協
会
、一
宮
書
道
協
会
、一
宮
写

　
　
　

真
協
会
推
薦
者
の
作
品
を
展
示
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
三
岸
節
子
展　

色
彩
の
エ
ス

プ
リ　

―
こ
れ
が
私
の
原
点
で
す
―
」

日
時
e　

月
９
日
º
〜　

月　

日
¥

１０

１１

２３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e
三
岸
節
子
芸
術
の
原
点
に
迫
っ

　
　
　

た
、
い
ま
な
お
新
し
さ
を
感
じ

　
　
　

さ
せ
る
作
品
の
数
々
を
展
示
し

　
　
　

ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

６
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
５
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

【
美
術
館
講
演
会
】

　

日
時
》　

月　

日
º
午
後
２
時
〜
４
時

１０

３０

　

内
容
》三
岸
節
子
前
半
期
の
画
業
に
み
る

　
　
　
　

近
代
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
影
響

　
　
　
　

講
師
…
栗
田
秀
法
氏

　
　
　
　
（
名
古
屋
芸
術
大
学
准
教
授
）

　

受
講
料
》無
料
（
申
し
込
み
不
要
・
定

　
　
　
　

員
１
０
０
名
）

【「
朗
読
美
術
館
」
舞
台
公
演
】

　

日
時
》　

月　

日
º
・　

月
３
日
¥

１０

１６

11

　
　
　

両
日
と
も
に
午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

　

テ
ー
マ
》「
三
岸
節
子
の
画
業
と
人
生
」

　
　
　
　

〜
生
き
た
、描
い
た
、愛
し
た
〜

　

内
容
》三
岸
節
子
の
生
涯
を
、作
品
画

像
と
と
も
に
心
に
響
く
朗
読
と

あ
わ
せ
、
市
民
参
加
の
コ
ー
ラ

ス
で
構
成
し
た
舞
台
で
上
演
し

ま
す
。　

脚
本
：
宮
崎
玲
子
氏

　
　
　
（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）　

出
演

　
　
　

者
：
朗
読　

た
か
べ
し
げ
こ
氏

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》

「観自在」　則武　穹
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（
舞
台
女
優
）
他
。

　

観
覧
料
》一
般
１
０
０
０
円　

　
　
　
　
　
高
大
５
０
０
円　

　
　
　
　
　
小
中
２
５
０
円

　
（
チ
ケ
ッ
ト
は
美
術
館
受
付
で
販
売
）

【
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

日
時
》　

月　

日
º
、　

月　

日
º

１０

２３

１１

１３

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

　

内
容
》担
当
学
芸
員
が「
三
岸
節
子
展
」

　
　
　
　

の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
ま
す
。

　
　
　

※
特
別
展
観
覧
券
が
必
要

【
愛
知
万
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
事
業

　

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
夕
べ
】

　

日
時
》　

月
６
日
º
午
後
５
時　

分
〜

１１

３０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

　

内
容
》イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
や
カ
ン
ツ

　
　
　

ォ
ー
ネ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
　
　

し
ま
す
。
出
演
者
：
二
神
二
郎

　
　
　
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）
他

　
　
　

※ 
要
チ
ケ
ッ
ト
（
チ
ケ
ッ
ト
は

　
　
　

美
術
館
受
付
で
販
売
）

【
美
術
館
こ
ど
も
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
】

　

日
時
》　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１１

１３

　

内
容
》学
芸
員
と
一
緒
に
楽
し
く
展

　
　
　

覧
会
を
み
ま
す
。※
参
加
料
無
料

　

対
象
》５
歳
〜
中
学
生

常
設
展
「
三
岸
節
子　

光
と
風
景　

　
　
　
　

〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
輝
く
景
色
〜
」

日
時
e　

月　

日
∏
〜
１
月　

日
∂

１１

２５

３０

　
　
　
（　

月　

日
∑
〜
4
日
∏
休
館
）

１２

２７

内
容
e
独
自
の
色
彩
で
詩
情
豊
か
に
描

　
　
　

い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
の
秀

　
　
　

作
を
、
旅
路
を
た
ど
る
よ
う
に

　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
尾
張
の
土
人
形

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
尾
西
・
尾
北
〜
」

日
時
e　

月
９
日
º
〜　

月
５
日
∂

１０

１２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、　

月

３０

１０

　
　
　
　

日
を
除
く
月
曜
日
、　

月　

１１

１０

１２

　
　
　

日
∏
、　

月
４
日
∫
、　

日
∫

１１

２４

　
　
　

休
館
）

内
容
e
か
つ
て
土
人
形
の
産
地
で
あ
っ

　
　
　

た
旧
尾
西
市
か
ら
犬
山
市
に
か

　
　
　

け
て
の
尾
西
・
尾
北
地
方
の
土

　
　
　

人
形
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

第　

回
も
み
じ
ま
つ
り

１０
日
時
e　

月　

日
º
・　

日
∂

１１

１３

１４

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　
　
　
（
お
茶
会
は
３
時
ま
で
）

内
容
e
旧
林
家
住
宅
を
会
場
に
お
茶
会

や
山
野
草
展
、
筝
の
演
奏
な
ど

を
２
日
間
に
わ
た
り
催
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料
（
お
茶
会
３
０
０
円
）

懐
か
し
の
歌
声
サ
ロ
ン
２
０
１
０

　
　
　
　
　
　

〜
紅
葉
を
感
じ
て
〜

日
時
e　

月　

日
∂
午
後
１
時　

分
〜

１１

２１

３０

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

会
場
e
一
宮
市
民
会
館　

大
会
議
室

入
場
料
e
５
０
０
円（
全
席
自
由
・
お
茶
付
）

　
　
　
　

先
着
１
２
０
名
様
・
未
就
学

　
　
　
　

児
入
場
不
可

名
作
シ
ネ
マ
「
手
の
ひ
ら
の
幸
せ
」
と

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
き
そ
が
わ
K
I
D
）

日
時
e　

月　

日
∂
午
後
１
時　

分
〜

１２

１２

３０

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
８
０
０
円

　

※
全
席
自
由
・
５
歳
以
下
入
場　
　

　
　

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
無
料

名
作
シ
ネ
マ
「
春
と
の
旅
」
と
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e　

月　

日
º

１０

３０

　
　
　

午
後
１
時
〜
（
開
場　

分
前
）

３０

入
場
料
e
前
売
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
８
０
０
円

　

※
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

　
　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
無
料

今
井
ゆ
う
ぞ
う　

は
い
だ
し
ょ
う
こ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e　

月　

日
¥

１２

２３

　
　
　

第
１
部　

午
後　

時　

分
〜　

１２

３０

　
　
　

第
２
部　

午
後
３
時　

分
〜

３０

　
　
　
（
開
場　

分
前
）

３０

入
場
料
e
２
８
０
０
円（
全
席
指
定
）　

　
　
　

※
２
歳
以
上
有
料
。
但
し
、
お

　
　
　

席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

一
豊
ま
つ
り

日
時
e
９
月　

日
∂

１９

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０
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会
場
e
一
宮
市
黒
田
小
学
校
周
辺

内
容
e
山
内
一
豊
誕
生
の
地
と
し
て
、

　
　
　

甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
一
豊
公
の

　
　
　

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

び
さ
い
ま
つ
り

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月　

日
∂

１０

２３

１０

２４

　
　
　

午
前
９
時　

時
〜
午
後
４
時

３０

会
場
e
一
宮
市
役
所
尾
西
庁
舎
周
辺

内
容
e
十
二
単
を
着
た
織
姫
が
、
輦
台

　
　
　

に
担
が
れ
て
登
場
す
る「
織
姫
パ

　
　
　

レ
ー
ド
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

第　

回
一
宮
菊
花
大
会

３４
日
時
e　

月　

日
∂
〜　

月
７
日
∂

１０

３１

１１

会
場
e
国
営
木
曽
三
川
公
園
１
３
８
タ

　
　
　

ワ
ー
パ
ー
ク

内
容
e
菊
の
花
の
愛
好
家
が
丹
精
こ
め

　
　
　

て
作
り
上
げ
た
成
果
を
一
堂
に

　
　
　

展
示
し
ま
す
。

「
県
文
連
美
術
展
」

会
期
e　

月　

日
∏
〜　

月　

日
∂

１２

２１

１２

２６

会
場
e
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
e
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
愛
知
県
民
茶
会
」

期
日
e　

月
７
日
∂

１１

会
場
e
稲
沢
市
民
会
館

席
設
e
一
宮
茶
道
連
盟

茶
券
e
前
売
券
８
０
０
円
（
２
席
）

　
　
　

当
日
券
５
０
０
円
（
１
席
）

　

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
」

期
日
e　

月
５
日
∂

１２

会
場
e
岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
e
無
料

出
演
団
体
e
扇
寿
々
会　

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A
（　

）
８
０
４
５

４５

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２６

１０

２４

　
　
　
　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

１１

２８

１２

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２６

１１

２８

　
　
　
　

月　

日
∂

１２

１９

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１０

２２

行
先
▼
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

　
　
　
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼　

月
８
日
ª
ま
で
に
事
務
局

１０

　
　
　
　

へ
連
絡　

A（　

）０
０
１
３

８４

　
【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A
（　

）
４
６
５
４

６２

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

１２

１０

１０

　
　
　
　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

　
　
　

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

尾
西
短
歌
会
】

　

A
（　

）
９
６
３
８

４５

日
時
▼　

月
９
日
∏　

午
前
９
時
〜

１１

行
先
▼
善
水
寺
（
滋
賀
県
湖
南
市
）

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
０
０
０
円

申
込
み
▼　

月　

日
π
ま
で
に
事
務
局

１０

２０

　
　
　
　

へ
連
絡　

A（　

）０
０
１
３

８４

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A
（　

）
６
７
０
２

４５

日
時
▼　

月　

日
º
・　

月　

日
º

１１

１３

１２

１１

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

　
　
　

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。
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『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
秋
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
秋
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》
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（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

麗
筆
会
】

　

A
（　

）
１
８
４
１

６２

日
時
▼
９
月　

日
ª
〜　

日
∂

１７

１９

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

　
　
　
（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１９

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
入
賞
作
品
等
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

日
中
古
墨
書
道
友
好
協
会

　
　
　
　
　
　

尾
張
支
部
】

　

A
（　

）
２
２
９
２

６１

日
時
▼　

月
３
日
∂
・　

日
∂
・　

日
∂

１０

１０

２４

　
　
　

午
後
３
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
書
の
手
ほ
ど
き
か
ら
中
国
古
典

　
　
　

臨
書
ま
で

参
加
料
▼
無
料
・
用
具
準
備
無
用

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A
（　

）
０
０
１
３

８４

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

２４

会
場
▼
熱
田
社（
千
秋
町
加
納
馬
場
）　

内
容
▼
道
行
打
囃
子
を
演
奏
し
な
が
ら

　
　
　

獅
子
屋
形
を
曳
き
回
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A
（　

）
０
０
１
３

８４

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

２４

会
場
▼
八
幡
神
社
（
丹
陽
町
重
吉
）

内
容
▼
神
前
に
甘
酒
と
強
飯
を
供
え
、

　
　
　

お
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。
甘
酒

　
　
　

と
強
飯
は
参
拝
者
に
振
る
ま
わ

　
　
　

れ
ま
す
。

【
会
期
】　　

月　

日
∫
〜　

日
∂　

１１

１１

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　
　
　

３０

（
最
終
日
は
４
時　

分
）

３０

【
会
場
】　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

（
一
宮
市
真
清
田
１－

２－

　

）
３０

【
種
目
】　

日
本
画
／
洋
画
／
彫
刻
・
立
体

／
工
芸
／
デ
ザ
イ
ン
／
書
／
写
真

【
主
催
】　

一
宮
市
・
一
宮
市
教
育
委
員
会

【
作
品
搬
入
】　　

月
６
日
º
・
７
日
∂

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

【
出
品
料
】　

無
料

【
出
品
規
定
】　

未
発
表
作
品
１
種
目
１
点
。

　

中
学
校
卒
業
以
上
の
年
齢
の
者
で
、

市
内
市
外
は
問
わ
な
い
。

【
規
格
】

日
本
画
▼　

号
以
上
１
０
０
号
以
内
で

２０

額
入
り
。
ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も

（
又
は
針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

洋
画
▼　

号
以
上
１
５
０
号
以
内
で
額

２０

入
り
。
版
画
は
４
号
以
上
で
額
入
り
。

ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も
（
又
は
針

金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

彫
刻
・
立
体
▼
制
限
な
し
（
安
定
し
て

展
示
で
き
る
作
品
）。

工
芸
▼
制
限
な
し
。
壁
面
展
示
の
作
品

に
は
ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は

針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

デ
ザ
イ
ン
▼
Ａ
２
サ
イ
ズ
以
上
で
パ
ネ

ル
張
り
。
小
型
は
パ
ネ
ル
に
構
成
。

ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー
ム
可
。（
ポ
ス
タ

ー
・
イ
ラ
ス
ト
・
Ｃ
Ｇ
等
表
現
自
由
）

　

ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は
針
金
）

を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

書
▼　

㎝
×　

㎝
（
３
尺
×
３
尺
）
又

９１

９１

は
１
７
６
㎝
×　

㎝
（
５
・
８
尺
×

４８

１
・
６
尺
）
以
下
。
縦
横
自
由
。
枠

張
り
又
は
額
装
。

　

篆
刻
は
二
印
以
内
で
印
影
の
み
と
し
、

仕
上
が
り
寸
法
は
縦　

㎝
×　

㎝
と

３９

３０

す
る
。
刻
字
は
１
㎡
以
内
と
す
る
。

　

規
定
の
用
紙
に
必
ず
墨
書
に
よ
る
釈

文
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
▼
全
紙
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
（
木

製
パ
ネ
ル
に
限
る
）。
額
不
可
。
た

だ
し
、
組
写
真
は
半
切
以
上
２
枚
以

内
。（
作
品
裏
面
で
固
定
す
る
こ
と
）

【
作
品
搬
出
】

　
　

月　

日
∂　

午
後
５
時
〜
７
時

１１

１４

　
（
予
備
日
）　

月　

日
∏　

午
前
９
時

１１

１６

　
　

分
〜　

時　

分

３０

１１
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『加入団体の催し』欄に情報を　�
　掲載しませんか？�

　このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体のイベン�
ト情報を募集します。�
　発行月３・６・９・12月の前月１日までに、必要事項を任�
意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。�

①行事名 ②団体名 ③問合せ先電話番号 ④日時 ⑤会場�
⑥対象 ⑦参加料 ⑧申込方法 ⑨その他必要事項�

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要）�
または　FAX 0586－86－1809

必要事項�

提 出 先�

　
第　

回
６８

　
一
宮
市
美
術
展

　
　
　
　
　

開
催
要
項

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『
重
吉
甘
酒
祭
保
存
会
保
存
会

甘
酒
祭
』

『
馬
場
獅
子
屋
形
打
囃
子
保
存
会

秋
祭
』

『
中
国
書
道
体
験
教
室
』

『
第　

回
夏
休
み
習
字
コ
ン
ク
ー
ル

36
入
賞
作
品
展
・
第　

回
硬
筆
秀
選
展
』
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平成22（2010）年9月　　いちのみやの芸術文化 12 平成20（2008）年9月　　いちのみやの芸術文化 12 平成22（2010）年9月　　いちのみやの芸術文化 12

椎名　誠作家

しい　　 な　　　　まこと

さん

1010 1610 16月　　日ı
13:00̃14:30
［開場は30分前］

一宮市尾西市民会館

主催／一宮市教育委員会・一宮市芸術文化協会

入場無料ですが、整理券が必要です。

（満席の場合は、入場をお断りするこ

とがあります。）

整理券は9月7日（火）より一宮庁舎東

玄関受付、尾西生涯学習センター（尾

西庁舎）、尾西南部生涯学習センター、

木曽川庁舎生涯学習課、各出張所、各

図書館、一宮・尾西市民会館、一宮ス

ポーツ文化センターで配布します。

当日、ロビーにて「いちのみや文芸

2010」（1冊800円）を販売します。

一宮市芸術文化協会事務局

（市生涯学習課内）

電話　0586－84－0013（直通）

入場無料

整 理 券：

そ の 他：

問合わせ：

平
成
22
年
度

『
異
文
化
と
し
て
の
日
本
』

会場アクセス：　-バス尾西北コース22番または、
尾西南コース26番「尾西庁舎」下車徒歩１分 ／

JR尾張一宮駅・名鉄一宮駅下車名鉄バスターミナ

ル2番のりばより「起」「蓮池」「西中野」行きで約

10分「尾西庁舎前」下車徒歩2分

※駐車場には限りがありますので、公共交通機関
　をご利用ください。

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

※手話通訳があります。

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒493－8511　愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り27番地

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 4 －0 0 1 3　／　FAX   0 5 8 6 －8 6 －1 8 0 9

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会
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